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intermedium Kcke S異る事ぞ指摘し Aberg及び





も遺徳製者は第3を夫々 intermeruumKcke S 
考えているようであるd最近A凶，rg等は第I群令
六候誼の亜種H.'YUlgere L. súb~. intermedium 
ざしで残t" Kornicke(1885)の記載した.il:!種-i>.




側列無官形質は Ikeno< 1917，24) Glinyauy 
(1937)及び Leonard(1942) に主り 1~惇
子により支配される事が明かにされたd叉、
三宅、今井(1922)は側列官長じは 1;i'， iなる
複封建健子が剛奥し" II は側列録音、 ì'i~ は側
列姐で、訟は正常でさなるさい号。占方、主剤
の無で性も H監健子によ句決定される3さが






















IJ IJ I -0，:16盛土0.4"I '-11.61'土0.9叫
h h I -1.91'Jま0.133I -12.892土O.22~
la h I ":"'.636土O.富88I -11.630 















く1921，24) lf<.ぴ Robertson等 (1944)は完全
威はほ♂完全な連舗のあるこさ令見出したが.










































































皮裸並渦性職 | | 主列側
並f金 届来 長 短ーナV 白，~守 2 
)f 草野 It " 1/11 6 
" " 中 " f/ " 8 
F !， 短 ナ ':-' 白 。“ 
JStj毎 . 
1" nγ ナV 11 白 1 
自属性 疎 中 " 白"号 6 
" 11 画監怨 " 自 11 
" 司E !I '! 自 i 
掴|;li長五ド" ， 中短
線援をほ続ね90mm以上、中さは60mm内外J短苦



















さて、 Aberg及び、VItebe(:945) は Kï~nicke の
定義&生かし、側刈豊島'E完全穂性の*Nf.J伝六健
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接費所 株式曾魁養 賢 堂
舎員脅蹴 138M2香
JI(反省B千代同区紳開演脇町ニJ九 日本目;脹恩給株式合経〉
